
中国人観光客誘致への宮城県の取組

平成24年度事業

● 現地プロモーション
○ 国際旅行博への出展
・ 北京国際旅遊博覧会（BITE2012）（６月）
・ 中国国際旅遊産業博覧会（CITE2012)（広州，９月）
・ 中国国際旅遊交易会（CITM2012）（上海，１１月）

○ 吉林省ミッション（８月）
○ 大連プロモーション（１２月）
○ 現地観光業界向け雑誌への広告掲載

● 招請事業
○ 中国民用航空局現地視察（５月）
○ 香港・広州メディア招請（７月）
○ 中国教育旅行招請（９月）

● 快適旅行サポート事業
○ 中国からの観光客誘致に関する研修会の開催（７月）
○ その他、銀聯カード利用促進に関する取り組み

● 中国観光客誘致促進支援事業
大連事務所における観光プロモーション活動への支援

H23年度作成リーフレット

平成23年度実績
● 現地プロモーション ： ２件（上海・広州）
● 招請事業 ： ２件（都連携事業 １件含む）
● 広告宣伝 ： １件
● 銀聯カードリーフレット作成
● 中国観光客誘致促進支援事業

中国民用航空局閖上視察（H24.5）

● 宮城県では、来県した外国人観光客総数に対する中国人観光客の割合が多く、また、仙台‐上海‐北京
便、仙台‐大連‐北京便、仙台‐長春便と中国各地との航空路線があることから、中国市場を外国人観光客
誘致施策における重点市場のひとつとしている。
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中国人観光客誘致への今後の取組

● 現在多くの外国人旅行客が来ている北海道、東京との広域連携を行い、東北観光の拠点・入口＝ゲートウェイ
として、これまでのゴールデンルート（東京～大阪）から宮城・東北への外国人観光客誘致を促進する。
● 特に、平成24年7月1日より発給が開始された東北三県数次ビザにより今後の観光客数の増加が期待される中
国市場を、メインターゲットとする。
● 連携を見据えて他地域との魅力の差別化を図るため、観光資源の再発掘を行う。

事業例 ●＝東北観光推進機構、○＝既存取組、◎＝新規取組
【観光資源の再発掘】
● 北海道・東京と連携したブロガー・エージェント等の招請
【ニューツーリズム振興】
◎ 医療ツーリズム、グリーンツーリズムの開発
【受入体制整備】
◎ 案内板等の外国語化支援
【広域連携観光ツール作成】
● パンフレット作成
【プロモーション】
○ 国際観光博覧会・エージェント訪問
◎ 北海道、東京との連携商談会
【教育旅行】
○ 教育関係者の招請（語り部体験等）

日本的風景（田園風景等）
郷土料理
おもてなし（小規模旅館）

最新の文化と伝統的文化
（日本の代表的観光施設）
ショッピング

その他の市場
（欧米、東南アジア等）

重点４市場
（中、香、台、韓）

雄大な自然
小樽・函館などの町並み
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